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　周知のように、Shakespeareの4大悲劇の一つ〃α伽肋は、それらの中

で最も短くプロットも明快である。武勇で誉高いMacbethが戦の帰途、荒

野で魔女から不思議な予言を聞かされ天下取りの野心に目覚める。千載一遇

の好機にあって、国王殺しの重大さゆえに彼は決行直前まで大いに苦悩する

が、夫人の叱口宅激励により遂に王位を手に入れる。しかし、彼はその後も王

位に安住できず、不安の原因を取り除くため次々と非情な殺致を繰り返し、

最終的に家族を殺され怒りに狂うMacduffの手に倒れ非業の死を遂げる。

一方、Macbeth夫人も劇の前半では女とは思えない悪魔的な書動を見せる

が、後半では深い良心の呵責に耐えかね精神錯乱のうちに自害して果てる。

作者の視点はMacbeth個人からスコットランド全体へと変化1）を見せなが

ら、また、多くの短い場面を巧みに配置することで‘rapid　andbust1ing

aCtiOn’2）の印象を観客に与えながら、主人公の王位への野望、ためらい、

決行までの強烈な苦悩、野望実現後の様々な不安と焦燥、暴君としての悲劇

的な結末が、言葉、イメーシ、レトリックなとが見事に融合、統一された詩

劇の中で迫真的に描かれている。

　この悲劇の2幕3場冒頭で門番が登場する。彼はアーデン版テクストでも

登場人物欄にただ“A　Porter”とだけ書かれていて、40行程度の短い台詞

を語って退場するとその後再び登場することはない。彼は明らかに脇役の一

人であるが、彼には道化と共通する滑稽な要素が見られるとともに、この悲

劇において何か重要な役割を果たしているように思われる。このエッセイの

目的は、門番の演劇的機能と道化としての特徴を考察することである。

　門番の場面は、約20行の門番による独白と、同じ程度の長さの門番と

Macduffとの対話から成り立っている。かってロマン派詩人の一人S．T．

Co1eridgeは前半の独白部分について、「この下晶な門番の独白は、大衆の

ために誰か別人の手により、恐らくShakespeareの同意を得て書かれたも

のに違いない．。．」3）と語り、その真正性を否定した。しかし、20世紀の権

　　　　　　　　　　　　　　　　〔9〕
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威ある捉え方はほぼ一致していて、この部分が確実にShakespeareの手に

なるものであり、主題の面でも劇全体と密接に関連していると理解してよい

であろう。Kenneth　Mu1rはこの場面に関して、「場面全体が、文体のみな

らず内容においても、劇の他の部分ときわめて緊密につながっているので、

それが役者による粗雑な挿入であると見傲すのは明らかに不可能である」4）

と結論している。

　まず独白の箇所であるが、あまり長くないので全てを引用してみよう。

　　Here’s　a　knockmg，mdeed－If　a　man　were　Porter　of　He11Gate，he

shou1d　haye　o1d　turning　the　key．［K〃ooん伽σ］Knock，knock，knock．

Who’s　there，1’th’name　of　Be1zebub？一Here’s　a　farmer，that　hang’d

h1mse1f　on　th’expectat1on　of　p1enty　come1n，t1me－p1easer，have　napk1ns

enowaboutyou；hereyou’11sweatfor’七［K〃ooん物］Knock，knock．Who’s

there，1’th’other　dev1rs　name？一Fa1th，here’s　an　equ1▽ocator，that　cou1d

swear　m　both　the　sca1es　aga1nst　e1ther　sca1e，who　comm1tted　treason

enough　for　God’s　sake，yet　cou1d　not　equ1vocate　to　heavenαcome　m，

equ1▽ocator［K〃ooん㈱gコKnock，knock，knock　Who’s　there？一Fa1th，

here’s　an　Eng11sh　ta11or　come　h1ther　for　stea11ng　out　of　a　French　hose

come1n，ta11or，here　you　may　roast　your　goose　［K〃oo肋〃gコKnock，

knock．Neveratquiet！Whatareyou？一Butthisp1aceistooco1dforHe11．

r11dev11－porter1t　no　further　I　had　thought　to　have1et1n　some　of　a11

profess1ons，that　go　the　pr1mrose　way　to　th’ever1ast1ng　bonf1re［K〃ooん一

伽¢］Anon，anon：I　pray　you，remember　the　Porter．（1－21）

門を叩く音で門番が登場すると、彼は地獄の門番のつもりでそこにやって来

る3人の罪人と想像上の対話をする。彼は昨夜の深酒のために恐らくふらつ

いているが、手には門番らしく明かりといくつかの鍵を持っているかもしれ

ない。最初に登場するのは、金儲けを企んで穀物を買い占めたが、豊作で価

格が暴落し、そのために自害した農夫である。次に、神の名のもとに謀反を

起こしたが失敗、裁判で自分に都合のよいように偽証した2枚舌のペテン師

が、そして最後に、フランス式半ズボンの生地の一部を失敬したイギリスの

仕立屋が現われる。門番は快楽の道を歩んで地獄の業火に落ちる、あらゆる
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職業の人間を迎え入れるっもりだったようだが、そこはあまりに寒く、早々

に冗談を切り上げて門を開けることにする。

　この一見とりとめのない独白の間にもノックの音が何度も無気味に響き、

そのたびに門番がそれに応答しながら台詞を語る形になっている。地獄落ち

の3人が登場する順序にはあまり意味はなさそうである。この場所がスコッ

トランドのMacbethの居城でありながら、あえてそこに地獄のイメージ

を重ね合わせた作者の意図は何か。劇全体におけるこの場面の位置がそれを

解く鍵になりそうである。2幕1場では、Macbethが国王殺しを前に緊張

と恐怖の熱に冒されながら夫人の鐘の合図を待っている。次の2場では王を

殺害したMacbethが、鮮血のっいた短剣を手に逃げるように夫人の所に戻

り、夫人は動転した夫をたしなめ平然と短剣を現場に戻しに行き、両手を真っ

赤に染めて戻ってくる。言わば、門番登場直前に、観客は張り詰めた状態で

一種の地獄絵図を見たことになる。また、主人公が国王殺しの決定的な行為、

換言すれば、王への謀反と社会秩序の破壊という重大な犯罪をもって、幸福

どころかこの世の地獄に突き進むことを彼らは予感する。全知の立場の観客

には、大事件のことなど何も知らない二日酔いの野卑な門番が舞台に登場す

るや否や、地獄の門番役を引受け地獄落ちの3人を迎え入れる光景は、主人

公の直前の姿が残像となってそこに重なるために、無気味なアイロニーに見

えるのではないだろうか。

　門番の独白には、キーワートを含めていくつか重要な要素があるように思

われる。まず、穀物を買い占めて已れの利益を図り結果的に不幸な結末に至っ

た農夫は、主人公の末路と共通部分を持っている。これより重要なのは、3

回も用いられる語幹を同じくする言葉‘equiVOCatOr’と‘equiVoCate’であ

ろう。この悲劇が、ローマ⑧カトリックの共謀者による火薬陰謀事件の発覚、

及びその一味の一人Gamet神父の裁判（1606年3月）以後に書かれたと断

定してよいならば、これらの言葉は当時2枚舌で世間を騒がせたGamet神

父を灰めかしている。とすれば、指摘されているように5）、その神父の偽名

がFarmerと言われているので、上述の農夫とつながることになる。しかし、

5幕5場において追い詰められたMacbethが、“I　pu111n　reso1ut1on，and

beg1n／To　doubt　th’equ1vocat1on　of　the　f1end，／That11es11ke　truth’’（42

－44）と語るように、これらの言葉が直接結びつくのは魔女であろう。彼らは

たびたび登場し、劇世界に無気味で魔術的な要素を与えるとともに、
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Macbethに対しては予言の一部を実現することで期待と不安を抱かせ、もっ

ともらしい嘘により最後まで影響を与え続ける。彼らはまさに‘jugg1ing

fiends’で、「二っの意味の暖昧な言葉で人をごまかし、約束を守るように見

せ掛けて期待すると土壇場で破りやがる。」（5＆19－22）しかし、上述のキー

ワードは主人公にも関連している。「暖昧さ」もしくは「暖昧な言葉遣い」

は、劇冒頭の魔女の言葉“Fa1r1s　fou1，and　fou11s　fa1r”（1111）やMacduff

夫人の言葉‘‘But　I　remember　now／I　am　in　this　earth1y　wor1d，where，t0

do　harm／Is　often1audab1e，to　do　good，somet1me／Accounted　dangerous

fo11y”（4273－76）によって示される価値の転倒または混乱の主題、あるいは

Duncan王の“There’s　no　art／To　f1nd　the　m1ndgs　construct1on1n　the

face”（1411－2）という台詞が提示する外観と実体のずれという主題ととも

に、この劇の中心主題の一つになっている。Duncan王一行を迎えた時、

Macbethと夫人は王に対する殺意を隠し出来る限りのもてなしをした。彼

らこそ笑顔の下に毒へびを潜ませる偽善者、二枚の舌を巧妙に使い分けるペ

テン師であるといえる。イギリスの仕立屋についても、他人の物を盗むとい

う行為6）において、また劇中にしばしば用いられているMacbethに関す

る衣のイメージの点で、主人公と接点がある。3人の罪人は、程度の差はあ

れ、それぞれが反社会的行為を通して地獄落ちという不幸な結果を招いた。

3人の例は、John　B．Harcourtの表現を借りるならば、「Macbethの罪の

結果を暗示することで、アクションに対する一種の解説になっている。」7）こ

の城で国王暗殺という、凄惨な事件が起きたことなど全く知らない泥酔気味

の門番が、無意識にそこを地獄と想定してまくしたて、結果的に、重大な犯

罪を犯した主人公を迎え入れるのに相応しい雰囲気を作り出したことは、ま

さに皮肉と言うしかない。

　門番の独白の部分が、中世のサイクル劇の中の“harrow1ng　of　he11”と

関連がある8）ということはさておき、その場面の雰囲気はノックの音と相侯っ

て、無気味でクロテスクにならさるを得ない。しかし、そこに滑稽な要素が

存在することも見逃せない。Hα刎肋創作の頃から、道化（役者）に対する

観客及びShakespeareの好みが変化しっっあったようで、主人公Ham1et

は3幕2場で、旅役者たちに道化役に関して、与えられた台詞以外何も話さ

ぬように強く注意している。このことは当時の演劇において、道化役はアド

リブやパントマイムなど、かなり自由な部分が認められてい■たことを意味す
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る。Robert　We1mannは、「〃αo6θ肋では伝統的なクラウン芝居の量がかな

り減り、より偶発的になっている」9）と述べているが、作者は情況の変化に

あって、門番の場面においても、おどけのための可能性をかなり残している

ように思われる。彼が飲酒の後の深い眠りから叩き起こされ、ふらっきなが

ら登場して台詞を語るまでのわずかな問でも滑稽な仕草は可能であるし、台

詞を語りながら面白い仕草やおどけで観客の笑いを誘うことも出来る。とは

言え、その笑いは心地よい笑いではなく、前の場面の不安と緊張を引きずっ

た重苦しい笑いであることは事実である。スコットランドの夜明けの寒さ10）

は門番にも堪えるらしく、彼はすぐに門を開けることにする。その際、彼は

心付けをもらうことを決して忘れない。

　門番の場面の後半であるぺ門番とMacduffとの対話も20行程度の短いも

のであるが、雰囲気はより明るくなり、彼は駄酒落11）を飛ぱし道化としての

本頷を発揮する。話題は酒とそれに伴う生理現象や好色が中心となる。あの

有名な脂肪の塊Sir　John　Fa1staffのみならず、酒と色事は道化に付き物で、

この門番も夜明けまで飲み騒いだようである。開門までに少し手問取ったこ

とに対して悪怯れた様子もなく、彼は恐らくまだ少しふらつきながら

Macduffに酒の話題を取り上げ、それがもたらす三つの現象を説明する。

　　Marry，S1r，nose－pa1ntmg，s1eep，and　ur1ne　Lechery，S1r，1t　provokes，

and　unprovokes1t　provokes　the　des1re，but1t　takes　away　the　perfor－

mance　Therefore，much　dr1nk　may　be　sa1d　to　be　an　equ1vocator　w1th

1echery1t　makes　h1m，and1t　mars　h1m1t　sets　h1m　on，and1t　takes　h1m

off，1t　persuades　h1m，and　d1sheartens　h1m　makes　h1m　stand　to，and　not

stand　t01n　conc1us1on，equ1vocates　h1m1n　a　s1eep，and，g1vmg　h1m　the

11e，1eaves　h1m　　（27－35）

ここに見られる酒と好色に関する下晶な酒落は、現在でも馴染みのあるもの

で、その多くは分かりやすいものである。’2）門番が言っている大まかな内容

は、酒を飲むと顔が赤らみ、眠くなり、トイレにも走らねばならなくなるこ

と、また、酒により欲望が刺激されるが、いざとなると体がいうことをきか

ず、結局は眠りこけるだけということである。しかし、ここには前述の酒落

の他に重要な要素がいくつか存在する。まず、“Provokes，and　unprovokes”
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のように対照的な表現が繰り返し用いられていて、それらがシーソーのよう

なリズムを作り出している。また、ここでも“equiVOCatOr”，“equi▽OCate”

というキーワードが使われていて、それらは、一義的には、酒が人間の欲望

を刺激するが実行しようとすると挫折させ、酒が欲望に二枚舌を使うという

ことを意味する。だが、既に見たように、これらの言葉は主人公や魔女との

係わりを観客に意識させ、門番はここでも偽善者としてのMacbeth像をジョー

クのなかで喚起していることになる。また、指摘されているように、飲酒に

よる欲望と行為の間のシレンマは、Macbethの王位に対する野心と国王殺

しに対する邊巡の間のジレンマを暗示し、間接的に主人公の言動に対するコ

メントになっている。　この点で、門番は劇のアクションに対して、離れた

立場からコーラス的な機能を果していると言える。

　Macduffが“g1vmghmthe11e”の酒落を受けて、“Ibe11eve，dr1nkgave

theethe1ie1astnighポ’と言うと、門番は

　　That1t　d1d，S1r，1’the　very　throat　on　me　but　I　requ1ted　h1m　for

h1s11e，and（I　th1nk）bemg　too　strong　for　h1m　though　he　took　up

my1egs　somet1me，yet　I　made　a　sh1ft　to　cast　h1m　（37－40）

と機知に富んだ答え方をする。ここでは前の酒落、つまり、「嘘つきと非難

する」、「眠らせる、横にならせる」という二っの意味に、「酔いがのどに留

まる」、「すっかり編す」などの意味が加わって複雑化し、さらに後半ではレ

スリング、飲み過ぎによる足のもっれ、排尿や嘔吐のイメージが“took　up

my1egs”や“cast”によって浮かび上がる。彼は、前夜の酒との格闘を機

知とユーモァを交えて語る。門番の台詞は以上であるが、この限られたスペー

スにおいて彼は道化として、低俗な話題、鋭い機知、そして恐らく千鳥足や

しゃっくりなどの滑稽な所作等を通して、出来る限り笑いとユーモァの空間

を作り出す。

　さて、全体としての門番の場面は、よく言われるように、演劇上必要不可

欠である。この直前で観客は鮮血を浴びた主人公の姿を目撃している。すぐ

後に彼らは新しい衣類を身に付け平然と登場するが、血で汚れた手を洗い衣

類を取り替えるためには、この場面はなくてはならない。もう一つの重要な

機能は、凄惨な事件と何度も無気味に響くノックの音で、観客の心に極度に
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蟹積した緊張を解きほくすための息抜きとしての機能である。さらに挙げる

とすれば、この劇の主題及びアクションについて、中心から離れた門番とい

うコーラス的人物を通してコメントを加える機能がある。門番は社会的に底

辺に近い存在で、それゆえに彼は自分の仕事を適当にこなし、生活を気楽に

楽しんでいる。彼は天下を取るという野心を持ち、迷ったあげく卑劣な手段

で王位を手に入れる、主人の言いようのない不安や恐怖などとは無縁である。

散文が最も似合う狸雑な門番が二日酔いでふらつきながら登場し、ブランク⑱

ウァースを駆使するが権力欲に取り懸かれ、臣下としての道徳や善悪の観念

については疑わしい主人に対して問接的なコメントをすることで、両者の人

物的・情況的なコントラストが浮き彫り1三なり、劇自体に一層の幅と奥行が

生まれている。

　この場面は、しばしば、門番の野卑で滑稽な所作と台詞ゆえに、コミック⑳

リリーフと呼ばれてきた。肋θHαゆθブ肋〃肋00㍑0〃肋砿〃仰2では、この

言葉を「周囲の、差し迫った恐怖を知らない、ある単純な人物による悲劇中

の滑稽な場面もしくは台詞」13）と説明し、門番の場面をその好例として挙げ

ている。コミック⑱リリーフという概念は便利であるが、優れた作家の場合、

この言葉を慎重に用いる必要がある。既に述べたように、門番の場面は単純

な喜劇的息抜きではなく、この劇の中心主題と深く係わっており、彼の台詞

は必要最小限に押さえられてその目的を達成している。Kemeth　Mu1rは、

この場面が我々の恐怖心を取り去るどころか、それを増大させるためにあ

ると述べているが、14）観客の心理をこの場面直前に行なわれた悲惨な殺人と、

すぐ後にそれが発覚することに対する彼らの大きな不安という文脈で捉える

ならば、それも一っの見方である。だが、当時悲劇において、喜劇役者が台

詞以外にある程度自由が認められていたとすれば、Muirの見解はこの場面

の前半に当てはまるであろうが、後半についてはそうも言い切れない。優

れた役者であれば、名演技により観客の中に何度も笑いを引き起こすことが

可能であろうし、それによって彼らは束の問ながら安堵することになる。た

だし、その笑いは純粋で心から解放感を覚える類の笑いではなく、笑った後

も重苦しさが残る類のものである。それはちょうど肋刎肋における墓掘り

の場面や、λ械o〃μα〃αθψα肋における、道化とC1eopatraの場面で起

こりうる笑いと同種のものである。これらの劇のいずれにおいても、道化は

重要な場面に登場し、クロテスクあるいは陰欝な雰囲気に滑稽さを醸し出す
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と同時に、劇のアクションに相対的な距離を保ち、社会の底辺近くから無意

識に重要な注釈を加える。この意味において、門番の場面をコミック⑧リリー

フ．と呼んで良いように思われる。劇作家として円熟期にあったShake－

speareは、コミック⑧リリーフの用い方をより複雑で精妙なものにした。

　それにしても、「酔っ払った門番」の導入には何か理由があるのだろうか。

この劇の初めでMacbethは、夫人とは対照的に、王位への強い野心と国

王殺しの社会的重大さゆえの騰踏い、換言すれは、欲望と行動の間のシレン

マに陥った。二日酔いの門番の登場は、酒のレベルでの欲望と行動の問のジ

レンマをコミカルに表現し、それによって主人公との問接的なパラレルを暗

示するためであるという説明は、穿った見方かも知れない。経験と才能豊か

な作家が、すべて計算の上で、このような門番を登場させたことは大いにあ

りうる。少し見方を変えると、酒や色事への強い関心は道化の一般的な特徴

であり、15）門番の場合にはもう一っの理由が加わった、つまり、この城では

前夜Duncan王一行を迎えて盛大な宴会が催され、彼も相伴にあずかった

がっい飲みすぎてしまった、ということも考えられる。とすれば、ここにも

道化全般に共通する無責任でしたたか、かっ、気楽な生き方が窺える。また、

二日酔いであること自体が、その場面に滑稽かつ卑狸な所作の大きな可能性

を与えることになり、それにより特に後半において、コミック⑧リリーフと

しての効果が高まるとともに、主人公の陥ったジレンマに対する巧みなコメ

ントの余地が生まれた。尤も、劇場経験では、そこまで感得することは困難

かも知れない。

　Shakespeareは歴史劇や喜劇において、S1r　John　Fa1staff，Touchstone

やFesteなと何人もの重要な道化を誕生させた。彼らは多くの台詞を与えら

れ、何度も登場するとともに劇世界に重要な係わり方をしている。悲劇、ロ

マンス劇の時代に入ると、概して、道化の台詞の量が減り出番も少なくなる。

4大悲劇に限って言うと、作家はK物ムθαγで宮廷道化Foo1を登場させ、

3幕の途中で退場するまで他の道化を抜きん出るほど大きく扱ったが、他の

3作晶ではHα伽肋の墓堀り人夫が比較的多く台詞を与えられているが、

0肋θ〃oと〃αo6θ肋においては道化の台詞はさらに少ない。そこには道化に

対する時代嗜好の変化と個々の作晶の特徴など、いくっかの要因が関係して

いると思われるが、当面の悲劇では、二日酔いの門番という道化が重要な役

目を託されて登場する。彼は無駄な部分のない短い台詞と滑稽な所作を通し
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て、コミック⑧リリーフとしての機能をはたすと同時に、主人公の行動や作

晶の中心主題に意味深い注釈を加えるような係わり方をする。彼は脇役にふ

さわしく散文を語る。彼が取り上げる話題は、独白の部分では地獄落ちの罪

人に関するもので無気味であるが、Macduffとの対話では内容が酒と色事

に集中し、気楽で明るいものになっている。彼の濃雑な言葉と行為16）は、主

人公のブランク亀ヴァースと不安や恐怖に怯える哀れな姿とは対極的なコン

トラストをなし、主人公の生き方や価値観を間接的に椰楡する。彼の出番は

ほんの一瞬に過ぎないが、限られたわずかなスペースで、彼は門番かつ道化

として見事にその役割をはたしている。Bente　A．Videbεθkはこの門番につ

いて、‘‘ThePorter1salewe1amongShakespeare’sc1owns’’17）と言ってい

るが、これは必ずしも誇張した表現ではない。
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